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一
、
は
じ
め
に

二
〇
〇
七
年
六
月
、
「
夏
の
一
冊

ナ
ツ
イ
チ
フ
ェ
ア
」

企
画
の
一
部

(1)

と
し
て
、
集
英
社
文
庫
は
太
宰
治
の
小
説
『
人
間
失
格
』

を
文
庫
と
し

(2)

て
再
版
し
た
。
こ
れ
に
当
た
り
、
カ
バ
ー
を
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
で
知
ら
れ

る
漫
画
家
・
小
畑
健
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
に
替
え
、
約
一
ヶ
月
半
で
七
万
五

千
部
、
一
年
間
で
二
十
一
万
部
を
発
行
し
、
「
古
典
的
文
学
作
品
と
し
て

は
異
例
の
売
れ
行
き
と
な
」

っ
た
（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
、
以
下
同
）
。
こ

(3)

の
大
ヒ
ッ
ト
を
き
っ
か
け
に
、
翌
年
の
「
ナ
ツ
イ
チ
」
か
ら
、
夏
目
漱
石

『
こ
こ
ろ
』
や
川
端
康
成
『
伊
豆
の
踊
子
』
な
ど
の
カ
バ
ー
も
、
漫
画
家

に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
に
替
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
従
来
、
こ
の
よ
う
な
「
古
典

的
文
学
作
品
」
の
カ
バ
ー
は
多
く
が
抽
象
画
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、

人
気
漫
画
家
の
イ
ラ
ス
ト
が
、
不
況
が
叫
ば
れ
る
出
版
業
界
に
新
た
な
商

品
価
値
を
生
み
出
し
、
「
古
典
的
文
学
作
品
」
を
甦
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

コ
ミ
ッ
ク
と
太
宰
治
あ
る
い
は
『
人
間
失
格
』
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

《
特
集

文
学
テ
ク
ス
ト
の
時
代
性
・
多
様
性
》

二
〇
〇
七
年
の
集
英
社
文
庫
版

『
人
間
失
格
』

―
二
つ
の
商
品
性
と
リ
ア
リ
ズ
ム

―廖

韋

娜

R
Y
O
U

I
n

a

集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
以
前
に
も
、
久
米
田
康
治
『
さ
よ
な
ら
絶

望
先
生
』（『
週
刊
少
年
マ
ガ
ジ
ン
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
九
月
～
二
〇
一
二
年
八
月
）

に
お
い
て
、
太
宰
治
あ
る
い
は
大
庭
葉
蔵
が
色
濃
く
投
影
さ
れ
た
人
物
が

描
か
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ッ
ク
以
外
で
は
、
『
人
間
失
格
』
に
影
響
を
受
け

た
と
思
わ
れ
る
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
『
人
間
・
失
格

た
と
え
ば
ぼ
く
が
死
ん

だ
ら
』（
野
島
伸
司
脚
本
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
、
一
九
九
四
年
七
月
八
日
～
九
月
二
三
日
）
や
、

野
村
美
月
に
よ
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
『
〝
文
学
少
女
〟
と
死
に
た
が
り
の
道

化
』（
エ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ン
、
二
〇
〇
六
年
四
月
）
な
ど
、
多
分
野
を
横
断
し
て

創
作
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
二
〇
〇
七
年
の
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
場
合
は
、

本
文
は
そ
の
ま
ま
で
カ
バ
ー
だ
け
が
小
畑
健
の
イ
ラ
ス
ト
と
組
み
合
わ
せ

ら
れ
、
新
た
な
姿
と
な
っ
て
登
場
し
た
。
い
わ
ば
、
コ
ミ
ッ
ク
と
『
人
間

失
格
』
の
本
格
的
な
出
会
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
小
説
発
表
六
〇
年

と
太
宰
治
生
誕
一
〇
〇
周
年
を
迎
え
た
こ
と
で
、
『
人
間
失
格
』
の
漫
画

化
や
映
画
化
、
ケ
ー
タ
イ
小
説
化
な
ど
を
中
心
に
〈
太
宰
治
ブ
ー
ム
〉
が

巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
う
し
た
動
向
に
お
い
て
、
ブ
ー
ム
の
発
端
と
い
え
る

集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

斎
藤
理
生
氏
は
、
ジ
ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
の
論
説

を
引
用
し
、

(4)

我
々
は
常
に
あ
る
特
定
の
媒
体
を
通
し
て
テ
ク
ス
ト
を
読
ん
で
お
り
、
そ

れ
故
に
「
そ
れ
ぞ
れ
の
媒
体
が
テ
ク
ス
ト
と
の
境
界
に
も
つ
物
理
的
特

徴

―
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
の
影
響
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
避
け
ら
れ
な
い
」

と
し
た
う
え
で
、
「
新
た
に
も
た
ら
さ
れ
た
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
が
、
テ
ク
ス

ト
の
そ
れ
ま
で
把
握
し
づ
ら
か
っ
た
一
面
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
も
あ

る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
従
来
の
テ
ク
ス
ト
、
さ
ら
に
そ
こ

(5)
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に
お
け
る
三
つ
の
手
記
を
中
心
と
す
る
考
察
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
パ

ラ
テ
ク
ス
ト
の
重
要
性
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
斎
藤
氏
は
、
「
こ
の
小
説
は
実
際
に
世
の
中
に
流
通
し
た
と
き
に

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
で
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
、
強
固
に
取
り
囲
ま
れ
る

運
命
に
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
絶
妙
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

の
入
水
自
殺
や
、
そ
の
死
を
め
ぐ
る
新
聞
報
道
、
さ
ら
に
臼
井
吉
見
氏
の

一
連
の
評
論
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
既
に
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
検
証

さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
が
『
人
間
失
格
』
に

(6)

お
け
る
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
解
釈
コ
ー
ド
を
生
成
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
太
宰
の
生
前
に
は
エ
リ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
少
数
の
愛
読
者
が
い

た
の
と
は
対
照
的
に
、
自
殺
後
は
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
話
題
に
興
味
を
持

ち
、
或
い
は
太
宰
の
死
の
原
因
を
探
ろ
う
と
し
て
、
『
人
間
失
格
』
の
読

者
層
は
急
激
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉

と
い
う
コ
ー
ド
の
生
成
な
ど
に
働
い
て
い
た
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
を
、
こ
こ
で

は
〈
過
去
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

一
方
、
二
〇
〇
七
年
の
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
に
お
け
る
コ
ミ

ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
な
ど
は
〈
現
在
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
と
呼
ぶ
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
が
、
そ
う
し
た
現
代
の
文
脈
に
お
け
る
新
た
な
パ
ラ
テ
ク
ス

ト
は
、
『
人
間
失
格
』
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
は
、
こ
の
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
を
対
象
に
、
ま
ず
は
同
時

代
の
新
聞
言
説
に
注
目
し
、
『
人
間
失
格
』
が
コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
を

介
し
て
変
容
す
る
現
在
の
有
り
様
を
押
さ
え
る
。
次
に
、
先
行
研
究
や
大

塚
英
志
氏
ら
に
よ
る
オ
タ
ク
文
化
へ
の
言
及
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
集
英
社

文
庫
版
『
人
間
失
格
』
が
現
在
、
如
何
に
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
明

ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
カ
バ
ー
以
外
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
含
ま
れ
て
い

る
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
〈
太
宰
神
話
〉

を
読
み
取
り
、
カ
バ
ー

(7)

と
〈
太
宰
神
話
〉
の
両
者
が
果
た
し
て
い
る
機
能
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

二
、〈
ジ
ャ
ケ
買
い
〉
さ
れ
る
『
人
間
失
格
』

新
潮
文
庫
の
太
宰
治
作
品
の
発
行
部
数
を
見
る
と
、
最
も
読
ま
れ
て
い

る
作
品
は
『
人
間
失
格
』
で
あ
る

。
国
語
教
科
書
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

(8)

な
い
が
、
読
書
感
想
文
や
卒
業
論
文
で
も
多
く
扱
わ
れ
て
い
る
。
ほ
か
の

作
家
作
品
と
比
べ
て
も
、
よ
く
一
緒
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
漱

石
の
『
こ
こ
ろ
』
く
ら
い
で
あ
る
。
新
潮
社
に
よ
る
と
、
二
〇
一
四
年
八

月
時
点
に
お
い
て
、
漱
石
の
『
こ
こ
ろ
』
が
文
庫
発
行
部
数
最
多
で
、
累

計
七
〇
〇
万
部
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
次
が
太
宰
の
『
人
間
失
格
』
で
、

約
六
七
〇
万
部
で
あ
る
（
「
新
潮
文
庫
：「
こ
こ
ろ
」
七
〇
〇
万
部
超
え

累
計
部
数

一
位
」『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
四
年
八
月
一
二
日
夕
刊
、
東
京
版
、
四
面
）
。

こ
の
よ
う
に
、
小
説
の
発
表
か
ら
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
、
『
人
間
失

格
』
の
キ
ャ
ノ
ン
と
し
て
の
地
位
は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ

て
き
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
現
在
あ
る
い
は
将
来
に
お
け
る
新
た
な
読

者
の
開
拓
と
い
う
点
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

太
宰
治
生
誕
一
〇
〇
周
年
の
二
〇
〇
九
年
、
『
朝
日
新
聞
』
が
太
宰
の

故
郷
で
あ
る
青
森
県
で
次
の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
た
。

太
宰
は
二
三
（
大
正
十
二
）
年
か
ら
四
年
間
を
旧
制
青
森
中
学
で

過
ご
し
た
。
そ
の
流
れ
を
く
む
県
立
青
森
高
校
（
青
森
市
）
で
は
、
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太
宰
作
品
は
ど
の
程
度
読
ま
れ
て
い
る
の
か
。
図
書
部
の
佐
藤
憲
昭

教
諭
に
、
同
校
図
書
室
で
の
今
年
度
の
太
宰
作
品
の
貸
し
出
し
回
数

を
聞
い
た
。
そ
の
結
果
は

―
。

「
人
間
失
格
」
「
斜
陽
」
「
津
軽
」
が
そ
れ
ぞ
れ
三
回
、「
走
れ
メ
ロ

ス
」
が
二
回
だ
っ
た
。
佐
藤
教
諭
は
「
太
宰
は
あ
ま
り
読
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
ね
」。

今
、
生
徒
た
ち
に
人
気
が
あ
る
作
家
は
東
野
圭
吾
。
直
木
賞
受
賞

作
「
容
疑
者
Ｘ
（
エ
ッ
ク
ス
）
の
献
身
」
が
貸
し
出
し
一
位
で
、
ト

ッ
プ
十
に
は
山
田
悠
介
、
石
田
衣
良
、
恩
田
陸
ら
現
在
の
流
行
作
家

の
作
品
が
並
ぶ
。
太
宰
作
品
は
「
人
間
失
格
」
な
ど
が
四
十
五
位
に

よ
う
や
く
顔
を
出
す
だ
け
だ
。
…
…

太
宰
は
青
森
中
学
か
ら
旧
制
弘
前
高
校
に
進
ん
だ
。
戦
後
、
同
高

校
な
ど
を
母
体
に
発
足
し
た
弘
前
大
学
で
は
ど
う
か
。

…
…
ト
ッ
プ
の
「
人
間
失
格
」
は
、
新
潮
文
庫
や
集
英
社
文
庫
な

ど
複
数
社
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
る
同
作
品
を
合
計
す
る
と
計
五
十
二

冊
。
こ
れ
は
、
ほ
か
の
作
家
の
小
説
や
学
術
書
な
ど
、
す
べ
て
の
書

籍
を
含
め
た
売
れ
行
き
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
八
位
に
該
当
す
る
人
気

ぶ
り
だ
。

「
人
間
失
格
」
の
五
十
二
冊
の
う
ち
、
最
も
売
れ
て
い
る
の
が
二

十
冊
の
集
英
社
文
庫
版
。
伝
統
あ
る
新
潮
文
庫
版
を
上
回
っ
た
。
映

画
化
も
さ
れ
た
漫
画
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
の
作
画
を
担
当
す
る
小
畑
健

さ
ん
が
表
紙
を
描
い
て
話
題
と
な
り
、
人
気
が
出
た
と
い
う
。

昨
夏
、
集
英
社
文
庫
で
「
人
間
失
格
」
を
読
ん
だ
農
学
生
命
科
学

部
三
年
の
白
戸
千
裕
さ
ん
（
二
十
一
）
は
「
表
紙
が
新
し
く
な
っ
て

周
り
が
読
み
始
め
た
の
で
、
私
も
読
ん
で
み
ま
し
た
。
暗
い
内
容
と

聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
読
ん
で
み
る
と
共
感
す
る
部
分
が
多
く
、
太

宰
の
女
性
的
な
感
性
も
感
じ
ま
す
。
生
き
た
時
代
は
違
っ
て
も
、
人

間
は
同
じ
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
話
す
。

…
…

同
生
協
に
三
十
年
以
上
勤
め
た
白
川
美
津
子
さ
ん
（
六
十
）
は
「
以

前
は
太
宰
作
品
は
よ
く
読
ま
れ
て
い
て
、
今
よ
り
在
庫
も
多
く
用
意

し
て
い
た
の
で
す
が
」
と
、
少
し
残
念
そ
う
。
…
…

最
後
に
、
太
宰
が
旧
制
弘
前
高
校
か
ら
進
ん
だ
東
京
大
学
。
本
郷

キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
文
京
区
）
の
生
協
で
の
売
れ
行
き
は
表
三
（
本

稿
で
は
省
略
）
の
通
り
。
ト
ッ
プ
は
弘
前
大
生
協
と
同
じ
く
人
間
失
格

。
(9)

太
宰
の
諸
作
品
の
中
で
、
『
人
間
失
格
』
は
相
変
わ
ら
ず
ト
ッ
プ
の
人

気
を
保
っ
て
い
る
。
一
方
、
以
前
の
人
気
作
品
、
あ
る
い
は
現
在
の
流
行

作
品
と
比
べ
る
と
、「
あ
ま
り
読
ま
れ
」
な
い
の
も
一
つ
の
現
実
で
あ
る
。

文
学
作
品
の
キ
ャ
ノ
ン
よ
り
、
東
野
圭
吾
『
容
疑
者
Ｘ
の
献
身
』（
文
藝
春

秋
、
二
〇
〇
五
年
八
月
）
の
よ
う
な
推
理
小
説
、
ま
た
美
嘉
『
恋
空

切
ナ
イ

恋
物
語
』（
ス
タ
ー
ツ
出
版
、
二
〇
〇
六
年
十
月
）
の
よ
う
な
ケ
ー
タ
イ
小
説
の

ほ
う
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
集
英
社
文
庫
の
小
山
田
恭
子
編
集
長
は
、「
今

や
『
太
宰
？
誰
？
』
っ
て
い
う
若
い
人
が
多
数
の
時
代
で
す
」（
「
特
集
ワ

イ
ド
：
太
宰
治
、
再
び
脚
光

今
「
人
間
失
格
」
の
時
代

重
な
る
「
ダ
メ
さ
」
」
『
毎

!?

日
新
聞
』
二
〇
〇
八
年
二
月
二
五
日
夕
刊
、
東
京
版
、
二
面
）
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
厳
し
い
状
況
で
、
カ
バ
ー
が
替
わ
っ
た
だ
け
で
読

み
始
め
ら
れ
、
弘
前
大
学
生
協
で
購
入
さ
れ
た
『
人
間
失
格
』
五
十
二
冊
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の
う
ち
二
十
冊
を
担
っ
た
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
存
在
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
記
事
を
見
て
み
よ
う
。

…
…
文
庫
編
集
部
の
伊
藤
亮
さ
ん
が
「
破
滅
的
で
美
し
い
『
デ
ス

ノ
ー
ト
』
と
太
宰
の
世
界
観
は
通
じ
る
の
で
は
」
と
企
画
。
解
説
な

ど
を
含
め
、
中
身
は
変
え
て
い
な
い
。
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
の
主
人
公

を
思
わ
せ
る
少
年
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
コ
ミ
ッ
ク
売
り
場
に
置
か
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
近
代
文
学
に
な
じ
み
の
薄
い
人
た
ち
も
巻
き
込
む
ブ

ー
ム
に
な
っ
た
。

…
…
小
山
田
恭
子
編
集
長
は
「
若
い
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ

て
、
新
装
版
に
し
ま
し
た
。
古
典
に
も
工
夫
し
ど
こ
ろ
が
あ
り
、
魅

力
的
な
カ
バ
ー
で
時
代
に
あ
っ
た
装
い
に
着
替
え
て
い
く
。
文
庫
だ

か
ら
で
き
る
醍
醐
味
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

文
芸
の
し
に
せ
、
新
潮
文
庫
も
「
さ
す
が
に
漫
画
ま
で
は
使
え
ま

せ
ん
が
」
と
前
置
き
し
な
が
ら
、
「
カ
バ
ー
を
変
え
る
と
売
れ
る
の

は
事
実
。
星
新
一
さ
ん
の
カ
バ
ー
を
変
え
た
ら
、
か
わ
い
い
か
ら
と

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
く
れ
た
書
店
も
あ
り
ま
し
た
」
と
文
庫
編
集
部

の
佐
々
木
勉
さ
ん
。
…
…

「
文
庫
は
古
く
て
堅
い
武
士
の
よ
う
な
存
在
だ
っ
た
」
と
岡
崎
さ

ん
は
み
る
。
た
と
え
ば
古
典
な
ら
、
淡
い
模
様
の
よ
う
な
抽
象
画
で

文
学
世
界
を
表
現
す
る
カ
バ
ー
が
定
番
だ
っ
た
。
「
今
は
、
若
い
人

た
ち
の
本
に
手
を
伸
ば
す
力
が
弱
く
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
本
の

方
か
ら
手
を
伸
ば
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
」
(10)

こ
の
よ
う
に
、
古
典
的
名
作
よ
り
漫
画
に
慣
れ
親
し
ん
だ
若
者
た
ち
に

読
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
狙
い
で
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
が
企
画

さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
漫
画
や
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
が
一
つ
の
担
い
手

で
あ
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
時
代
に
お
い
て
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失

格
』
は
「
現
代
風
の
イ
ラ
ス
ト
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
作
品
と

の
差
別
化
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ
た
顧
客
層
に
ア
ピ
ー
ル
す

る
」

こ
と
に
成
功
し
た
。
つ
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
古
典
と
現
代
の
架
け
橋

(11)

と
し
て
、
コ
ミ
ッ
ク
風
の
イ
ラ
ス
ト
が
効
果
を
発
揮
し
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
コ
ミ
ッ
ク
売
り
場
に
置
か
れ
る
と
い
う
異
色
の
販
売
方
法
も
相
ま

っ
て
、
キ
ャ
ノ
ン
か
ら
離
れ
て
い
る
読
者
層
を
引
き
寄
せ
、
「
あ
ま
り
読

ま
れ
ぬ
」
状
況
か
ら
「
読
ま
れ
る
」
状
況
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

集
英
社
文
庫
は
一
九
九
〇
年
か
ら
『
人
間
失
格
』
を
出
版
し
は
じ
め
、

「
〇
七
年
五
月
ま
で
の
累
計
発
行
部
数
三
十
七
万
四
千
部
に
対
し
、
表
紙

を
変
え
て
わ
ず
か
七
カ
月
で
十
四
万
二
千
部
と
な
っ
た
」（
「
特
集
ワ
イ
ド
：

太
宰
治
、
再
び
脚
光

今
「
人
間
失
格
」
の
時
代

重
な
る
「
ダ
メ
さ
」
」『
毎
日
新
聞
』

!?

二
〇
〇
八
年
二
月
二
五
日
夕
刊
、
東
京
版
、
二
面
）
。
ま
た
、
『
小
説
す
ば
る
』
編

集
部
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』

に
対
し
て
、
「
カ
バ
ー
に
惹
か
れ
て
思
わ
ず
手
に
取
っ
て
し
ま
う
」
、
「
普

段
あ
ま
り
本
を
読
ま
な
い
け
れ
ど
書
店
で
見
て
気
に
な
っ
た
」
と
い
う
声

が
二
十
代
、
三
十
代
を
中
心
に
聞
か
れ
た
」

。
(12)

〈
過
去
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
と
同
様
に
、
現
代
に
お
け
る
集
英
社
文
庫

版
『
人
間
失
格
』
は
、
コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
を
介
し
て
新
た
な
話
題
や

風
景
を
作
る
こ
と
で
、
キ
ャ
ノ
ン
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
る
〈
新
た
な
読
者
〉

を
開
拓
し
た
の
で
あ
る
。
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三
、
翻
案
小
説
あ
る
い
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
と
し
て
の
『
人
間
失
格
』

と
は
い
え
、
コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
に
替
え
た
だ
け
で
、
な
ぜ
集
英
社

文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
大
き
く
歓
迎
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
小
澤
純
氏
は
「
ネ
ッ
ト
空
間
で
は
表
紙
（
新
装
版
）
の
画
像
デ
ー
タ

の
み
が
目
に
入
る
た
め
、
イ
メ
ー
ジ
の
流
通
は
よ
り
加
速
し
て
い
る
は

ず
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
斎
藤
理
生
氏
も
そ
の
論
説
を
踏
ま
え
て
、「
文

(13)

庫
本
の
カ
バ
ー
は
、
そ
の
商
品
と
し
て
の
価
値
を
支
え
て
き
た
」
が
、
書

店
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
現
在
主
流
の
購
入
媒
体
で
あ
る
こ
と

を
考
え

(14)

れ
ば
、
「
小
畑
健
の
描
い
た
『
人
間
失
格
』
の
カ
バ
ー
は
、
そ
の
商
品
と

し
て
の
期
待
に
最
も
よ
く
応
え
た
ケ
ー
ス
で
あ
っ
た
」

と
述
べ
て
い
る
。

(15)

さ
ら
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
視
点
か
ら
、
次
の
よ
う
な
分
析
も

な
さ
れ
て
い
る
。

『
人
間
失
格
』
は
五
十
年
以
上
前
に
出
版
さ
れ
た
、
商
品
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
で
言
え
ば
「
衰
退
期
」
に
当
た
る
商
品
で
す
。
通
常
で

あ
れ
ば
、
急
激
な
売
上
の
拡
大
は
見
込
め
な
い
商
品
で
す
。（
中
略
）

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
で
は
商
品
の
売
上
が
鈍
っ
て
衰
退
期
を
迎
え
た

時
、
商
品
に
新
的
な
改
良
を
施
し
た
り
、
こ
れ
ま
で
と
は
全
く
違
っ

た
市
場
を
開
拓
し
た
り
、
商
品
寿
命
を
延
ば
す
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
手
法
が
取
ら
れ
ま
す
。
こ
の
手
法
に
基

づ
け
ば
『
人
間
失
格
』
も
現
代
風
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
り
、
違
う
市
場

に
売
り
込
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、
商
品
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
今
回
集
英
社
が
狙
っ
た
の
が
後
者
だ
っ
た
の

で
す
。
(16)

こ
こ
で
言
わ
れ
て
い
る
「
違
う
市
場
」
と
は
、
前
述
し
た
キ
ャ
ノ
ン
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
る
〈
新
た
な
読
者
〉
を
指
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研
究
で
は
、
現
在
の
ネ
ッ
ト
空
間

な
ど
の
状
況
、
ま
た
こ
の
本
が
仕
掛
け
た
新
装
丁
の
商
品
性
、
す
な
わ
ち

現
代
風
の
装
い
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
カ
バ

ー
に
描
か
れ
た
小
畑
氏
に
よ
る
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
風
の
イ
ラ
ス
ト
に
つ
い

て
は
、
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』

と
い
う
作
品

(17)

の
人
気
や
影
響
力
に
鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
見
逃
せ
な
い
一
つ
の
重
要
な
要

素
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
詳
し
く
述
べ
る
こ
と

に
し
て
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
〈
新
た
な
読
者
〉
が
ど
の
よ
う
な
存
在
か
と

い
う
こ
と
か
ら
論
じ
て
み
た
い
。

太
宰
文
学
の
出
版
状
況
に
注
目
し
て
い
る
滝
口
明
祥
氏
が
既
に
指
摘
し

て
い
る
よ
う
に
、
「
七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、『
太
宰
治
全
集
』
を
含
め

て
文
学
全
集
が
ほ
と
ん
ど
刊
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
」
っ
た
。
そ
し
て
、

「
八
〇
年
代
以
降
に
お
い
て
は
、
新
潮
文
庫
と
ち
く
ま
文
庫
に
お
い
て
、

太
宰
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
作
品
が
読
め
る
よ
う
に
な
」
り
、
「
そ
れ
と
と

も
に
『
太
宰
治
全
集
』は
か
つ
て
の
よ
う
に
は
売
れ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
」
。

つ
ま
り
、
「
文
庫
や
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
な
ど
で
気
に
な
る
作
品
だ
け
を
読
む

読
書
へ
」
と
受
容
の
あ
り
方
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
に
つ
い

て
滝
口
氏
は
、
「
「
作
者
」
や
「
文
学
史
」
と
い
う
概
念
が
効
力
を
低
下
さ

せ
て
い
っ
た
」
た
め
と
指
摘
し
て
い
る

。
こ
の
こ
と
は
、〈
大
き
な
物
語
〉

(18)

(19)
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が
失
わ
れ
た
時
代
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
と
あ
る
程
度
重
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
八
〇
年
代
以
降
の
オ
タ
ク
文
化
及
び
九
〇
年
代

の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
発
展
に
伴
い
、
〈
大
き
な
物
語
〉
か
ら
〈
物
語

消
費
〉（
虚
構
）

へ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
〈
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
〉

へ
と
、

(20)

(21)

日
本
社
会
に
お
け
る
若
者
文
化
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ

う
し
た
流
れ
の
中
で
若
者
た
ち
は
、
歴
史
意
識
の
稀
薄
化
か
ら
虚
構
の
歴

史
へ
、
そ
し
て
、
虚
構
を
放
棄
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
け
の
消
費
か
ら
萌

え
要
素
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
へ
と
移
行
し
な
が
ら
、
現
代
文
化
・
文
学

を
生
産
・
消
費
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
現
代
文
化
の
消
費
者
は
、
キ
ャ
ノ
ン
へ
の
意
識
が
稀
薄

で
、
む
し
ろ
漫
画
や
ア
ニ
メ
に
代
表
さ
れ
る
虚
構
に
近
い
存
在
だ
と
い
え

る
。
故
に
彼
ら
は
「
文
学
を
特
権
視
す
る
こ
と
な
く
、
漫
画
も
ラ
イ
ト
ノ

ベ
ル
も
純
文
学
も
フ
ラ
ッ
ト
に
受
け
入
れ
」

ら
れ
、
更
に
漫
画
や
ラ
イ

(22)

ト
ノ
ベ
ル
の
方
が
よ
り
親
し
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
彼
ら
は
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
を
ど
の
よ
う

に
受
容
す
る
だ
ろ
う
か
。

神
戸
洋
子
氏

は
、『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
の
実
写
映
画
、
ア
ニ
メ
、
ノ
ベ
ラ

(23)

イ
ズ
等
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
作
品
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
、『
デ

ス
ノ
ー
ト
』
の
登
場
人
物
が
複
数
の
テ
ク
ス
ト
を
横
断
し
、
ま
た
、
各
テ

ク
ス
ト
の
差
異
に
耐
え
な
が
ら
自
ら
の
特
性
や
特
有
の
存
在
感
を
保
つ
こ

と
が
で
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
は
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

立
っ
て
い
る
上
に
キ
ャ
ラ
が
強
い
」

と
結
論
づ
け
た
。
そ
し
て
、
そ
の

(24)

「
強
い
キ
ャ
ラ
」
に
よ
っ
て
、
各
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
作
品
に
多
く
の
観

客
を
動
員
で
き
た
と
同
時
に
、「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
よ
う
に
」

「
擬
似
普
遍
性
を
獲
得
」
で
き
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

一
方
、
既
に
松
本
和
也
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
作

家
性
の
明
ら
か
な
小
畑
健
に
よ
る
イ
ラ
ス
ト
の
描
線
は
、
『
人
間
失
格
』

を
『D
E
A
T
H

N
O
T
E

』
の
延
長
線
上
の
作
品
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
を

生
み
出
し
て
も
い
る
」

。
そ
れ
は
小
畑
氏
の
描
線
の
影
響
に
加
え
、
「
擬

(25)

似
普
遍
性
」
を
持
っ
て
い
る
「
夜
神
月
」
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

と
こ
ろ
も
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
既
に
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
を
横
断
し
て
二

次
創
作
に
数
多
く
登
場
し
て
き
た
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
の
「
強
い
キ
ャ
ラ
」

の
影
響
を
受
け
て
、
彼
ら
は
こ
の
カ
バ
ー
が
付
け
ら
れ
て
い
る
『
人
間
失

格
』
を
二
次
創
作
さ
れ
た
翻
案
作
品
と
し
て
捉
え
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ

の
よ
う
に
考
え
る
と
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
成
功
は
、
『
デ

ス
ノ
ー
ト
』
の
「
強
い
キ
ャ
ラ
」
が
持
つ
高
い
商
品
価
値
に
よ
る
も
の
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
点
に
は
、
大
塚
英
志
氏
が
言
う
「
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
よ
う

な
小
説
」

に
共
通
す
る
部
分
（
少
な
く
と
も
形
式
の
面
で
は
）
が
あ
る
と
思

(26)

わ
れ
る
。
氏
に
よ
る
と
、
「
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
よ
う
な
小
説
」（
大
塚
氏

は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
い
て
い
る
よ
う
な
そ
の
小
説
を
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
」
と
も

呼
ん
で
い
る
）
と
は
、
「
ア
ニ
メ
や
ま
ん
が
の
絵
を
「
お
手
本
」
に
置
い
た

小
説
」
、
つ
ま
り
「
元
に
な
っ
た
作
品
の
二
次
商
品
」
で
あ
る
。
故
に
「
ス

ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
よ
う
な
小
説
」
は
、
あ
る
意
味
で
「
元
の
作
品
の
イ
ラ

ス
ト
が
付
さ
れ
た
テ
レ
フ
ォ
ン
カ
ー
ド
や
グ
ッ
ズ
の
類
」
と
同
じ
よ
う
に
、

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
と
し
て
売
ら
れ
る
運
命
に
あ
る
」

。
(27)

集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
ま
さ
に
「
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
よ

う
な
小
説
」
と
同
様
に
、
内
容
（
『
人
間
失
格
』）
と
カ
バ
ー
（
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
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風
の
イ
ラ
ス
ト
）
に
直
接
的
な
関
連
性
は
な
い
が
、
内
容
を
知
ら
な
い
ま
ま

手
を
伸
ば
す
読
者
は
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
と
し
て
扱

う
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
〈
ジ
ャ
ケ
買
い
〉
が
起
こ
る
の
で
あ
る
。

四
、
カ
バ
ー
以
外
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉

で
は
、
そ
う
し
た
読
者
が
実
際
に
こ
の
本
を
読
み
始
め
る
と
ど
う
な
る

だ
ろ
う
か
。
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
本
文
は
そ
の
ま
ま
で
カ

バ
ー
だ
け
を
替
え
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
カ
バ
ー
以
外
の
パ
ラ
テ
ク
ス

ト
に
も
い
く
つ
か
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
、
カ
バ
ー
を
め
く
る
と
す
ぐ
に
目
に
映
る
の
は
、
「
モ
ノ
ク
ロ
で

撮
ら
れ
た
頬
杖
を
つ
い
た
」
太
宰
治
が
苦
悩
し
て
い
る
顔
で
あ
る
。
こ
の

時
、
こ
の
本
が
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
よ
り
も
随
分
古
い
作
品
だ
と
い
う
こ
と

が
認
識
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
カ
バ
ー
に
騙
さ
れ
た
と
思
う
人
も
い
れ
ば
、

こ
の
異
色
の
組
み
合
わ
せ
に
疑
問
を
感
じ
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
顔
に
続
い
て
付
さ
れ
て
い
る
の
は
作
家
紹
介
で
あ
る
。

青
森
県
の
旧
家
に
生
ま
れ
る
。
少
年
期
か
ら
小
説
を
執
筆
、
生
の
不

安
と
苦
悩
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
。
自
殺
未
遂
、
薬
物
中
毒
な
ど

の
破
滅
的
な
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
珠
玉
の
作
品
群
は
、
永

遠
の
青
春
文
学
と
し
て
、
若
い
読
者
の
圧
倒
的
支
持
を
受
け
る
。

短
い
紹
介
で
は
あ
る
が
、
「
自
殺
未
遂
」
、
「
薬
物
中
毒
」
と
い
う
ス
キ

ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
言
葉
に
含
ま
れ
て
い
る
イ
ン
パ
ク
ト
は
十
分
だ
と
思
わ
れ

る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
盛
ん
に
消
費
さ
れ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
は
、
苦

悩
し
て
い
る
太
宰
の
顔
や
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
言
葉
が
、
太
宰
治
と
い
う

人
物
を
定
義
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
太
宰
治
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
設
定
と
し

て
受
容
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
太
宰
と
『
人
間
失
格
』
に
関
す
る
資
料
の
写
真
も
付
さ
れ
て

い
る
。
な
か
で
も
、
玉
川
上
水
と
い
う
入
水
場
所
及
び
そ
の
死
を
報
じ
た

『
朝
日
新
聞
』
の
写
真
は
、
太
宰
の
実
人
生
を
写
し
て
い
る
と
同
時
に
、

い
わ
ば
証
拠
と
し
て
太
宰
に
〈
自
殺
〉
の
レ
ッ
テ
ル
を
よ
り
一
層
強
く
貼

る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
女
性
に
囲
ま
れ
、
一
人
だ
け
笑
っ

て
い
る
少
年
期
の
太
宰
の
写
真
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
写
真
の

下
に
は
、
「
左
か
ら
二
人
目
の
太
宰
の
笑
顔
に
は
「
人
間
失
格
」
の
冒
頭

が
連
想
さ
れ
る
」
と
い
う
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
。

読
者
は
こ
う
し
た
写
真
や
資
料
か
ら
得
た
印
象
を
持
っ
た
ま
ま
冒
頭
の

「
は
し
が
き
」
を
読
む
こ
と
に
な
り
、
さ
ら
に
読
め
ば
読
む
ほ
ど
、
主
人

公
大
庭
葉
蔵
の
〈
自
殺
未
遂
〉
や
〈
薬
物
中
毒
〉
が
太
宰
治
の
イ
メ
ー
ジ

と
重
ね
ら
れ
て
い
く
。
写
真
や
作
家
紹
介
な
ど
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
よ
る

太
宰
の
定
義
が
、
ま
さ
に
小
説
中
の
葉
蔵
を
介
し
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
認
識
も
ま
た
自

然
に
生
じ
て
く
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

冒
頭
の
資
料
以
外
で
は
、
巻
末
に
小
林
広
一
氏
の
解
説
（
「
恋
と
革
命
を

夢
み
て
」）
及
び
太
田
治
子
氏
に
よ
る
鑑
賞
（
「
父
親
と
い
う
も
の
」）
が
付
さ
れ

て
い
る
。
前
者
は
従
来
の
多
く
の
先
行
研
究
と
同
様
に
、
太
宰
治
と
い
う

作
家
の
実
人
生
、
あ
る
い
は
彼
の
思
想
と
結
び
つ
け
て
『
人
間
失
格
』
を

解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
完
全
な
自
己
批
評
」（
一
七
四
頁
）
を
め
ざ
す
太
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宰
は
、
こ
の
『
人
間
失
格
』
で
自
分
が
こ
れ
ま
で
経
験
し
て
き
た
実
人
生

に
「
か
な
り
手
を
加
え
、
い
さ
さ
か
誇
張
し
、
虚
構
と
し
て
描
」
き
、
そ

れ
に
よ
り
「
人
間
」
や
「
世
間
」
な
ど
の
厳
し
い
課
題
を
自
分
に
課
し
な

が
ら
自
己
批
評
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
『
人
間
失
格
』
と
は
、
彼
に
と

っ
て
は
小
説
と
い
う
よ
り
も
、
遺
書
な
の
で
あ
っ
た
」（
一
七
九
頁
）
と
い

う
の
が
、
小
林
氏
の
評
価
で
あ
る

。
(28)

一
方
、
太
宰
の
娘
で
あ
る
太
田
氏
の
文
筆
が
伝
え
る
の
は
、
そ
う
し
た

厳
し
い
課
題
や
思
想
か
ら
遠
く
離
れ
、
よ
り
身
近
で
日
常
的
な
太
宰
治
の

イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
な
か
で
も
、
文
章
の
冒
頭
と
末
尾
に
注
目
し
た
い
。

「
私
は
、
そ
の
男
の
写
真
を
三
葉
、
見
た
こ
と
が
あ
る
」

『
人
間
失
格
』
の
で
だ
し
で
す
。
そ
の
男
、
大
庭
葉
蔵
、
そ
れ
が

す
な
わ
ち
作
者
な
の
だ
と
、
読
み
始
め
て
す
ぐ
に
中
学
生
の
私
は
わ

か
り
ま
し
た
。

も
の
心
つ
く
か
つ
か
な
い
頃
か
ら
、
作
者
の
幼
い
時
の
写
真
も
晩

年
の
写
真
も
、
い
つ
も
穴
の
あ
く
程
に
み
つ
め
て
い
ま
し
た
。
作
者
、

太
宰
治
は
私
の
父
親
で
し
た
。（
一
八
八
頁
）

…
…

太
宰
治
の
『
人
間
失
格
』
は
、
何
よ
り
も
私
に
「
父
性
」
に
つ
い

て
教
え
て
く
れ
た
作
品
で
す
。（
一
九
五
頁
）

太
田
治
子
と
い
う
人
物
を
知
ら
な
い
読
者
で
も
、
冒
頭
を
読
め
ば
彼
女

が
太
宰
の
娘
で
あ
る
こ
と
は
す
ぐ
に
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
。
作
者
は
「
明

る
い
心
の
持
ち
主
」
で
、
「
『
人
間
失
格
』
は
、
決
し
て
暗
い
小
説
で
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
、
太
田
氏
は
主
に
『
人
間
失
格
』
と
い
う
小
説
に
対
す
る

一
般
的
な
「
暗
い
」
イ
メ
ー
ジ
と
、
自
分
が
親
し
ん
で
い
る
、
読
者
が
知

ら
な
い
日
常
的
な
（
父
親
と
し
て
の
）
太
宰
治
と
の
ズ
レ
を
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
う
し
た
〈
暗
い
太
宰
〉
か
〈
明
る
い

太
宰
〉
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
〈
主
人
公
大
庭
葉
蔵
が
す
な
わ
ち
作

者
太
宰
治
で
あ
る
〉
と
い
う
『
人
間
失
格
』
に
お
け
る
〈
太
宰
神
話
〉
が
、

太
宰
の
娘
で
あ
る
太
田
氏
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は

な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、
小
畑
氏
の
イ
ラ
ス
ト
か
ら
離
れ
て
カ
バ
ー
以
外
の
パ
ラ

テ
ク
ス
ト
に
注
目
し
て
み
る
と
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
編
集

方
法
（
後
述
す
る
集
英
社
文
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
け
る
『
人
間
失
格
』
の
内
容
紹

介
も
含
む
）
が
、
ま
さ
に
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
コ
ー
ド
を
支
え
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

五
、
二
つ
の
商
品
性
・
二
つ
の
リ
ア
リ
ズ
ム

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
太
宰
治
『
人
間
失
格
』
に
ま
つ
わ
る

〈
過
去
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
と
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
に
お
け
る

〈
現
在
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
が
、
〈
新
た
な
読
者
〉
を
開
拓
し
て
い
る
と

同
時
に
〈
太
宰
神
話
〉
を
も
支
え
て
い
る
。
し
か
し
一
方
で
、
両
者
は
そ

れ
ぞ
れ
違
う
時
代
の
産
物
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
相
違
点
も
あ
る
。
そ
れ

は
、
〈
現
在
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
に
お
け
る
商
品
性
と
、
そ
の
商
品
性
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
新
た
な
受
容
の
形
式
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
。
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Ⅰ
．
も
う
一
つ
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
の
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉

ま
ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
特
定

の
消
費
者
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
一
つ
の
商
品
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。

前
述
し
た
小
畑
氏
の
カ
バ
ー
に
よ
る
〈
ジ
ャ
ケ
買
い
〉
、
そ
し
て
年
間
二

十
一
万
部
の
発
行
数
が
商
品
と
し
て
の
成
功
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
裏
に
は
、
カ
バ
ー
以
外
の
商
品
性
、
す

な
わ
ち
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
コ
ー
ド
が
も
う
一
つ
の
セ
ー
ル
ス
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。

ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
話
題
だ
け
に
興
味
を
持
ち
、
あ
る
い
は
太
宰
の
死

の
真
相
を
探
る
た
め
に
、
多
く
の
人
が
『
人
間
失
格
』
を
読
み
始
め
た
一

九
四
八
年
の
状
況
と
比
較
す
れ
ば
、
六
十
年
近
い
時
が
流
れ
た
二
〇
〇
七

年
の
時
点
で
は
、
そ
の
よ
う
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
欠
け
て
い
た
。
小
畑
氏
の

カ
バ
ー
は
あ
く
ま
で
、
「
若
い
人
た
ち
に
も
手
に
と
っ
て
も
ら
え
る
き
っ

か
け
に
な
」
る
扉
に
過
ぎ
な
い
。

し
か
し
、
小
説
の
内
容
が
作
者
太
宰
治
の
実
人
生
と
一
緒
に
取
り
上
げ

ら
れ
る
と
、
す
な
わ
ち
〈
自
殺
未
遂
〉
や
〈
薬
物
中
毒
〉
な
ど
の
言
葉
に

代
表
さ
れ
る
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
よ
っ
て
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
コ
ー

ド
が
作
ら
れ
る
と
、
〈
新
た
な
読
者
〉
に
よ
り
強
い
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

ら
れ
る
と
同
時
に
、
太
宰
治
と
い
う
実
在
人
物
を
通
し
て
小
説
の
リ
ア
リ

テ
ィ
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
記
号
と
し
て
消

費
さ
れ
ゆ
く
〝
現
代
文
化
（
文
学
）
〟
に
は
な
い
、
三
次
元
的
な
奥
行
き
」
(29)

と
で
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
巻
末
に
太
宰

の
娘
で
あ
る
太
田
氏
の
鑑
賞
が
付
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
は
、
そ
う
し
た

狙
い
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と

い
う
コ
ー
ド
に
よ
っ
て
、〈
小
説
の
主
人
公
大
庭
葉
蔵
の
悲
惨
な
人
生
を
、

太
宰
治
と
い
う
実
在
人
物
が
送
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
〉
と
、
読
者
の
興

味
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
集
英
社
文

庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
読
者
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
へ
の
関
心
を
意
識
し
て

企
画
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
集
英
社
文
庫
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
『
人
間
失
格
』
の

内
容
が
次
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

自
殺
未
遂
、
薬
品
中
毒
…
。
三
枚
の
奇
怪
な
写
真
と
と
も
に
渡
さ
れ

た
睡
眠
薬
中
毒
者
の
手
記
に
、
克
明
に
描
か
れ
た
陰
惨
な
半
生
…
。

太
宰
治
の
自
伝
で
あ
り
、
遺
書
で
も
あ
る
作
品

。
(30)

短
い
紹
介
で
は
あ
る
が
、
「
自
殺
未
遂
」
や
「
薬
物
中
毒
」
と
い
っ
た

イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
が
ま
ず
前
面
に
出
さ
れ
、
続
く
〈
三
枚
の
奇
怪

な
写
真
〉
と
い
う
推
理
小
説
を
思
わ
せ
る
サ
ス
ペ
ン
ス
な
要
素
で
読
者
に

緊
張
や
不
安
を
も
た
ら
す
。
そ
し
て
、
主
人
公
が
「
睡
眠
薬
中
毒
者
」
と

定
義
さ
れ
、
そ
の
半
生
が
「
陰
惨
」
で
あ
る
と
締
め
く
く
ら
れ
る
。
こ
こ

ま
で
の
紹
介
だ
け
で
も
、
〈
主
人
公
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
か
〉
、
〈
彼

は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し
て
い
た
の
か
〉
、
〈
彼
の
人
生
に
一
体
何
が
あ
っ

た
の
か
〉
と
、
読
者
の
興
味
を
十
分
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
を
抱
い
て
い
る
読
者
が
、
「
太

宰
治
の
自
伝
で
あ
り
、
遺
書
で
も
あ
る
作
品
」
と
い
う
最
後
の
一
節
を
見
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れ
ば
、〈
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
人
物
が
本
当
に
生
き
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
〉
、

〈
こ
の
小
説
は
真
実
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
〉
と
不
思
議
に
思
い
な

が
ら
具
体
的
な
内
容
を
読
み
た
く
な
る
だ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
内
容
紹
介
は
ネ
ッ
ト
購
入
媒
体
で
あ
る
Ｈ
Ｍ
Ｖ

に
も
そ

(31)

の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
コ
ー

ド
を
支
え
て
い
る
と
同
時
に
、
そ
の
コ
ー
ド
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
変

え
て
読
者
の
好
奇
心
や
興
味
を
引
き
寄
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

Ⅱ
．
カ
バ
ー
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
る
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ

ズ
ム
〉
の
感
性

こ
こ
ま
で
、
小
畑
氏
に
よ
る
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
風
の
カ
バ
ー
と
〈
太
宰

治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
コ
ー
ド
が
読
者
の
視
線
を
引
き
込
む
こ
と
、
従
来
の

〈
太
宰
神
話
〉
を
借
り
て
読
者
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
こ
と
な
ど
、
両

者
が
共
に
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
作
用
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
。
し
か
し
、
両
者
は
そ
う
し
た
形
式
上
の
作
用
に
と
ど
ま
ら
ず
、

内
容
の
面
で
も
読
者
の
読
書
体
験
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
る

の
は
、
太
宰
の
実
人
生
が
も
た
ら
す
小
説
の
リ
ア
リ
テ
ィ
と
、
そ
れ
を
越

え
て
カ
バ
ー
に
よ
っ
て
呼
び
出
さ
れ
る
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ

ム
〉
の
感
性
で
あ
る
。

『
人
間
失
格
』
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
「
「
は
し
が
き
」
は
冒
頭
に
置
か

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
手
記
の
内
容
を
先
取
り
し
て
真
実
ら
し
さ
を
補
強
し
、

読
者
に
予
断
を
与
え
て
物
語
へ
と
強
引
に
誘
惑
す
る
機
能
を
付
与
さ
れ
て

い
る
」

と
い
う
中
村
三
春
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
斎
藤
理
生
氏
は
こ
の
指

(32)

摘
を
踏
ま
え
て
、
「
小
畑
の
カ
バ
ー
は
、
手
記
の
「
真
実
ら
し
さ
」
を
い

っ
そ
う
強
め
て
い
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
原
作
を
め
ぐ
る

(33)

リ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
が
小
畑
氏
の
カ
バ
ー
に
よ
っ
て
再
び
取
り
上
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
斎
藤
氏
の
論
で
は
、
完
全
な
虚
構

と
も
言
え
る
小
畑
氏
の
カ
バ
ー
が
如
何
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
強
化
と
関
わ
っ

て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
に
は
カ
バ
ー
が
も
た
ら
す
〈
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
小
説
〉
と
し
て
の
性
格
が
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
の
〈
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
〉
に
対
す
る
も
の
と
し
て
、
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ

ア
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
概
念
が
大
塚
英
志
氏
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
氏
に

よ
れ
ば
、
自
然
主
義
文
学
の
代
表
と
し
て
の
〈
私
小
説
〉
が
現
実
を
写
生

す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
〈
ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
の
よ
う
な
小
説
〉

な
ど
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
で
は
、
描
か
れ
て
い
る
の
は
「
「
私
」
や
生
真
の

（
マ
マ
）

身
体
を
持
つ
人
間
で
は
な
く
、
架
空
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

で
あ
る
。
そ

(34)

う
し
た
虚
構
の
描
写
を
、
氏
は
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と

呼
ん
で
い
る
。

ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
は
「
ア
ニ
メ
や
コ
ミ
ッ
ク
ふ
う
の
カ
バ
ー
が
内
包
す
る

仮
想
現
実
の
原
理
原
則
に
従
っ
て
書
か
れ
て
い
る
」

が
、
集
英
社
文
庫

(35)

版
『
人
間
失
格
』
の
カ
バ
ー
に
描
か
れ
た
男
は
、
大
庭
葉
蔵
よ
り
も
『
デ

ス
ノ
ー
ト
』
の
夜
神
月
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
近
い
。
ま
た
、
こ
の
小
説
に

は
大
塚
氏
が
言
う
〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
〉
に
は
な
い
、
太
宰
の
実
人
生

が
も
た
ら
す
リ
ア
リ
テ
ィ
が
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
〈
ア
ニ

メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と
は
繋
が
り
に
く
い
と
い
え
る
。

し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
現
代
文
化
の
消
費
者
の
場
合
で
も
そ
う
だ
ろ
う
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か
。
大
塚
氏
の
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
概
念
に
対

し
て
、
東
浩
紀
氏
は
清
涼
院
流
水
の
作
品
を
例
に
、
「
清
涼
院
の
描
く
登

場
人
物
や
物
語
は
決
し
て
現
実
的
で
は
な
い
が
、
先
行
す
る
コ
ミ
ッ
ク
や

ア
ニ
メ
の
世
界
で
は
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
読
者
は
そ
れ
を

リ
ア
ル
だ
と
受
け
止
め
る
」

と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
二
つ
の
ポ

(36)

イ
ン
ト
が
あ
る
。
一
つ
は
、
小
説
と
し
て
の
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
お
け
る
登

場
人
物
は
「
先
行
す
る
コ
ミ
ッ
ク
や
ア
ニ
メ
の
世
界
で
は
可
能
な
も
の
」
、

つ
ま
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
（
キ
ャ
ラ
）
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

も
う
一
つ
は
、
現
在
に
お
け
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
に
対
す
る
読
者
の
受
容
、

も
し
く
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
読
者
の
感
性
で
あ
る
。

東
氏
の
論
で
は
、
清
涼
院
の
作
品
が
例
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
彼
の
作
品
に
は
基
本
的
に
挿
絵
が
入
っ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
読
者
は
登
場
人
物
を
キ
ャ
ラ
と
し
て
消
費
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
定
番
と
し
て
の

図
像
は
必
ず
し
も
不
可
欠
と
は
言
え
ず
、
む
し
ろ
「
本
質
的
に
は
絵
を
必

要
と
し
な
い
」。
こ
の
こ
と
は
、
東
氏
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
小
説
の
形

式
そ
の
も
の
は
変
わ
っ
て
い
な
い
ん
だ
け
ど
、
読
者
の
感
性
が
変
わ
っ
た

こ
と
で
勝
手
に
小
説
の
な
か
に
キ
ャ
ラ
性
を
読
み
解
く
よ
う
に
な
っ
ち
ゃ

っ
た
」

こ
と
に
よ
る
も
の
だ
と
い
え
る
。

(37)

で
は
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
場
合
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ

の
本
は
、
コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
を
介
し
て
キ
ャ
ノ
ン
か
ら
離
れ
て
い
る

読
者
に
親
し
み
を
与
え
る
一
方
で
、
前
述
し
た
よ
う
な
読
者
の
感
性
、
す

な
わ
ち
、
従
来
純
文
学
・
〈
古
典
的
文
学
〉
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
『
人

間
失
格
』
に
対
す
る
読
者
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
感
性
を
引
き
出
す
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
企
画
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
編
集
者
、
伊
藤
亮
さ
ん
の
「
太
宰

と
『D
E
A
T
H
N
O
T
E

』
は
、
破
壊
的
で
美
し
い
と
い
う
点
で
通
じ
る
も

の
が
あ
る
の
で
は
」
と
い
う
話
に
納
得
し
ま
し
た
」

と
い
う
小
畑
健
の

(38)

談
話
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
庭
葉
蔵
と
い
う
人
物
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
繋

げ
ら
れ
、
あ
る
い
は
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
出
発
し
て
、
こ
の
本
は
企
画
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
大

ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
あ
と
、
葉
蔵
と
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
ま
つ
わ
る
論
説
も
展

開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

速
水
健
朗
氏
は
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
を
め
ぐ
る
代
理
戦
争

か
ら
、
「
デ
ス

(39)

ノ
ー
ト
」
の
主
人
公
・
夜
神
月
と
そ
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
Ｌ
が
共
に
「
強

い
自
意
識
と
万
能
感
に
支
え
ら
れ
て
い
る
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
」
で
、「
ど
ち
ら
も
、
ま
さ
に
『
人
間
失
格
』
の
主
人
公
・
葉
蔵
、

そ
し
て
、
太
宰
そ
の
も
の
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ
る
」
と
、
両
作
品
に
お

け
る
主
人
公
の
共
通
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
斎
藤
理
生
氏

は
、

(40)

カ
バ
ー
に
お
け
る
男
の
笑
い
と
「
は
し
が
き
」
に
お
け
る
葉
蔵
の
笑
い
の

ズ
レ
に
注
目
し
、
「
物
語
を
わ
か
り
や
す
く
理
解
す
る
た
め
に
添
え
ら
れ

た
挿
絵
で
も
な
い
。
む
し
ろ
そ
の
カ
バ
ー
は
、
こ
の
小
説
全
体
と
拮
抗
し

て
い
る
表
現
だ
」
と
指
摘
し
た
。
更
に
、
そ
の
違
和
感
か
ら
手
記
を
書
い

て
い
る
葉
蔵
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
て
、
夜
神
月
の
よ
う
な
「
計
算
高
い
」

書
き
手
と
し
て
葉
蔵
の
イ
メ
ー
ジ
を
捉
え
て
い
る
。

こ
こ
で
、
も
う
一
度
カ
バ
ー
に
描
か
れ
た
男
の
様
子
を
確
認
し
た
い
。

学
生
服
を
着
て
籐
椅
子
に
座
っ
て
不
敵
な
顔
で
か
す
か
に
笑
っ
て
い
る
青

年
の
姿
で
あ
る
。
こ
の
青
年
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
『
デ
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ス
ノ
ー
ト
』
の
主
人
公
・
夜
神
月
を
思
わ
せ
る
、
あ
る
い
は
『
人
間
失
格
』

の
「
は
し
が
き
」
の
二
葉
目
の
写
真
に
相
当
す
る
葉
蔵
の
姿
、
と
い
う
の

が
一
般
的
な
読
み
方
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
前
述
し
た
〈
破
壊
的
な
美
し

さ
〉
、
〈
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〉
、
〈
学
生
服
を
着
て
籐
椅

子
に
座
っ
て
不
敵
な
顔
で
か
す
か
に
笑
っ
て
い
る
「
計
算
高
い
」
青
年
〉

と
い
っ
た
要
素
に
よ
っ
て
本
来
無
縁
で
あ
っ
た
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
と
『
人

間
失
格
』
が
結
び
付
け
ら
れ
た
こ
と
で
、
『
人
間
失
格
』
が
コ
ミ
ッ
ク
の

世
界
へ
と
参
入
し
、
さ
ら
に
そ
の
主
人
公
・
葉
蔵
が
夜
神
月
を
介
し
て
ア

ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
世
界
で
は
可
能
な
も
の
、
つ
ま
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し

て
読
ま
れ
る
新
た
な
可
能
性
が
提
示
さ
れ
た
。

東
氏
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
読
者
の
感
性
が
変
容
し
、
登
場
人
物
が

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
消
費
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
図

像
は
必
ず
し
も
不
可
欠
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
集
英
社
文
庫
版

『
人
間
失
格
』
に
は
該
当
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
『
人
間
失
格
』
は
純
文

学
と
し
て
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
コ
ミ
ッ
ク
風

の
カ
バ
ー
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
の
作
品
が
〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
〉
と

し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
が
生
じ
、
主
人
公
大
庭
葉
蔵
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

し
て
再
認
識
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
受
容
と
同
様
に
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん

が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
感
性
が
呼
び
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

前
述
し
た
斎
藤
氏
が
言
う
「
カ
バ
ー
に
よ
る
真
実
さ
の
強
化
」
に
つ
い

て
は
、
こ
の
カ
バ
ー
を
介
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

の
受
容
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
に
お
け
る
読
者
の
感
性
に
合
致
し
て
い
る
と

い
っ
た
方
が
よ
り
適
切
な
の
で
は
な
い
か
。
一
般
的
に
は
、
ラ
イ
ト
ノ
ベ

ル
に
お
け
る
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
は
虚
構
に
根
ざ
し
て

い
る
虚
構
、
つ
ま
り
先
行
す
る
ア
ニ
メ
や
漫
画
に
お
け
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
写
生
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
『
人
間
失
格
』
の
場
合
は
、
近
年
の

動
向
に
即
し
て
見
る
と
、
純
文
学
か
ら
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
風
（
集
英
社
文
庫
版

『
人
間
失
格
』
）
へ
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
ア
ニ
メ
や
漫
画
へ
と
、
逆
の
経
路

を
た
ど
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
に

コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た
の
と
同
様
に
、
い
わ
ゆ
る
古
典

が
現
在
に
読
み
直
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

従
来
、
太
宰
治
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
作
品
の
内
容

よ
り
も
語
り
方
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た

。
一
方
、
現
代
に
お
い
て

(41)

は
、
『
人
間
失
格
』
を
代
表
と
し
て
新
た
な
展
開
を
見
せ
て
い
る
。
た
と

え
ば
、
堀
越
英
美
氏
（
『
萌
え
る
日
本
文
学
』
幻
冬
舎
、
二
〇
〇
八
年
三
月
）
は
太

宰
文
学
に
お
け
る
〈
萌
え
〉
の
要
素
を
抽
出
し
て
読
み
直
し
て
い
る
。
ま

た
、
ゼ
ロ
年
代
に
入
っ
て
巻
き
起
っ
た
〈
太
宰
治
ブ
ー
ム
〉
を
見
る
と
、

主
に
『
人
間
失
格
』
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
『
人
間
失

格
』
に
は
関
連
す
る
漫
画
作
品
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。

集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
以
降
、
葉
蔵
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

歩
く
よ
う
に
な
り
、
『
人
間
失
格
』
を
め
ぐ
る
同
名
漫
画
が
次
々
と
打
ち

出
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
現
在
の
二
〇
一
七
年
に
お
い
て
も
引
き
続
き
漫
画

化
さ
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
、
伊
藤
潤
二
の
漫
画
『
人
間
失
格
』
が
、
小
学
館
の
『
ビ

ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
オ
リ
ジ
ナ
ル
』
で
二
〇
一
七
年
五
月
二
日
か
ら
連
載
さ
れ
て
い
る
）
。
な

か
に
は
、
原
作
か
ら
逸
脱
し
、
葉
蔵
を
め
ぐ
る
新
た
な
虚
構
を
創
り
出
し

た
漫
画
作
品
も
生
ま
れ
て
い
る
（
葉
蔵
を
め
ぐ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
各
漫
画
作
品
を
中
心
に
今
後
の
課
題
と
し
て
詳
し
く
考
察
し
た
い
）
。

こ
う
し
た
、
純
文
学
の
文
脈
か
ら
逸
脱
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
読
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み
直
さ
れ
て
い
る
葉
蔵
あ
る
い
は
太
宰
の
〈
変
身
〉
か
ら
見
れ
ば
、
現
代

に
お
け
る
『
人
間
失
格
』
に
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
受
容
の
傾
向
が
表
れ

て
い
る
と
い
え
る
。
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
ま
さ
に
そ
の
発

端
と
な
っ
た
記
念
碑
的
作
品
だ
と
い
え
る
。

六
、
ま
と
め

二
〇
〇
七
年
の
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
人
気
漫
画
家
・
小

畑
健
の
コ
ミ
ッ
ク
風
カ
バ
ー
と
い
う
〈
現
在
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
〉
に
よ
っ

て
、
古
典
的
文
学
作
品
へ
の
関
心
が
稀
薄
だ
っ
た
〈
新
た
な
読
者
層
〉
を

開
拓
し
た
。
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
や
漫
画
を
代
表
と
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
消
費

の
時
代
に
置
か
れ
て
い
る
彼
ら
は
、
人
気
漫
画
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
の
影
響

を
受
け
て
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
を
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
の
翻
案

作
品
、
あ
る
い
は
〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
商
品
〉
と
し
て
受
け
入
れ
る
と
思
わ

れ
る
。
一
方
、
カ
バ
ー
以
外
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
に
注
目
す
る
と
、
集
英
社

文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
編
集
方
法
は
ま
さ
に
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い

う
雰
囲
気
を
全
体
的
に
支
え
て
お
り
、
カ
バ
ー
と
共
に
一
つ
の
セ
ー
ル
ス

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
作
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
カ
バ
ー
に
は
商
品
価
値
以
外
に
、
作
品
に
お
け
る
〈
ア
ニ
メ
・

ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
感
性
を
呼
び
出
す
機
能
も
あ
る
。
集
英
社
文

庫
版
『
人
間
失
格
』
は
、
コ
ミ
ッ
ク
風
の
カ
バ
ー
を
介
し
て
ハ
イ
カ
ル
チ

ャ
ー
の
枠
を
越
え
た
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
の
よ
う
に
し
て
打
ち
出
さ
れ
た
が
、

内
容
的
に
も
〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
〉
と
し
て
読
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、

〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
へ
と
近
づ
い
て
い
く
傾
向
が
見
ら

れ
る
。
〈
太
宰
治
＝
葉
蔵
〉
と
い
う
自
然
主
義
的
リ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
に
代
表
さ
れ
る
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
へ
、
そ

の
架
け
橋
と
し
て
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
が
作
用
し
て
い
る
と
い

え
る
。

【
注
記
】

一
九
九
四
年
か
ら
、
集
英
社
文
庫
は
毎
年
夏
に
人
気
作
品
を
集
め
た
「
ナ
ツ
イ
チ
・

1
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
い
う
大
規
模
な
フ
ェ
ア
を
展
開
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
六
月
、

太
宰
治
『
人
間
失
格
』
の
表
紙
画
を
小
畑
健
に
よ
る
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
風
の
イ
ラ
ス

ト
に
し
て
大
ヒ
ッ
ト
と
な
っ
た
た
め
、
翌
年
の
「
ナ
ツ
イ
チ
」
か
ら
人
気
漫
画
家
が

期
間
限
定
で
古
典
作
品
の
表
紙
画
を
描
い
て
い
る
。

『
人
間
失
格
』
は
太
宰
治
に
よ
る
中
編
小
説
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
、
雑
誌
『
展
望
』

2
の
六
月
号
か
ら
八
月
号
ま
で
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
。
な
お
、
本
稿
が
扱
っ

て
い
る
の
は
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』（
集
英
社
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
で
あ
る
。

「『
ラ
イ
ト
』
な
表
紙

太
宰
売
れ
た
」（
『
読
売
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
七
月
一
七
日
朝

3
刊
、
東
京
版
、
二
九
面
）
と
い
う
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
「
太
宰
治
の
代
表
作
「
人
間

失
格
」
の
表
紙
を
、
漫
画
「D

E
A
T
H

N
O
T
E

（
デ
ス
ノ
ー
ト
）」
で
知
ら
れ
る
人
気

漫
画
、
小
畑
健
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
に
し
た
集
英
社
文
庫
の
新
装
版
が
六
月
末
の
発
行

以
来
、
約
一
か
月
半
で
七
万
五
〇
〇
〇
部
、
古
典
的
文
学
作
品
と
し
て
は
異
例
の
売

れ
行
き
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

「
テ
ク
ス
ト
が
、
裸
の
状
態
で
提
示
さ
れ
る
こ
と
は
め
っ
た
に
な
い
。
テ
ク
ス
ト
は

4
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
そ
れ
自
体
が
言
語
的
な
、
も
し
く
は
非
言
語
的
な
い
く
つ
か
の

生
産
物
、
た
と
え
ば
作
者
名
、
タ
イ
ト
ル
、
序
文
、
挿
絵
な
ど
を
伴
い
、
か
つ
こ
れ

ら
に
補
強
さ
れ
た
姿
で
わ
れ
わ
れ
の
も
と
に
現
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
生
産
物
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を
、
テ
ク
ス
ト
に
帰
属
す
る
も
の
と
み
な
す
べ
き
か
ど
う
か
は
必
ず
し
も
断
言
で
き

な
い
が
、
と
も
か
く
そ
れ
ら
は
、
テ
ク
ス
ト
を
取
り
囲
み
延
長
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ま
さ
に
テ
ク
ス
ト
を

présenter

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、présenter

と

い
う
動
詞
に
は
、
通
常
の
意
味
〔
提
示
、
紹
介
す
る
〕
の
ほ
か
に
、
も
っ
と
も
強
力

な
意
味
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
を
存
在
さ
せ
るrendre

présent

、

言
い
換
え
る
な
ら
、
世
界
に
お
け
る
テ
ク
ス
ト
の
存
在
と
そ
の
「
受
容
」
お
よ
び
消

費
を
、
少
な
く
と
も
今
日
で
は
書
物
と
い
う
形
で
保
証
す
る
、
と
い
う
意
味
だ
。
そ

の
範
囲
や
様
態
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
テ
ク
ス
ト
に
伴
う
生
産
物

を
、
別
の
と
こ
ろ
で
私
は
、
作
品
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト

paratexte

と
名
付
け
た
。
」（
ジ

ェ
ラ
ー
ル
・
ジ
ュ
ネ
ッ
ト
『
ス
イ
ユ

テ
ク
ス
ト
か
ら
書
物
へ
』
和
泉
涼
一
訳
、
水
声

社
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
一
一
頁
）

斎
藤
理
生
「
六
〇
年
目
の
『
人
間
失
格
』

―
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
か
ら
テ
ク
ス
ト
へ
」

5
『
季
刊

iichiko

』
一
〇
八
号
、
日
本
ベ
リ
エ
ー
ル
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年

十
月
、
三
六
頁

松
本
和
也
「
太
宰
治
の
退
場
（
情
死
）
と
『
人
間
失
格
』
の
登
場
」（
『
太
宰
治
『
人

6
間
失
格
』
を
読
み
直
す
』
水
声
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
、
滝
口
明
祥
「
第
一
次
太
宰

ブ
ー
ム

―
一
九
四
八
年

―
」
（
『
太
宰
治
ブ
ー
ム
の
系
譜
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇

一
六
年
六
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

太
宰
と
葉
蔵
を
同
一
視
す
る
読
み
方
は
、
長
い
間
『
人
間
失
格
』
の
受
容
に
お
け
る

7
中
心
的
な
位
置
を
占
め
、
現
在
に
至
っ
て
も
そ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

松
本
和
也
氏
は
、
そ
う
し
た
歴
史
を
越
え
て
生
き
て
い
る
汎
時
代
的
な
読
み
方
を
〈
太

宰
神
話
〉
と
呼
ん
で
い
る
（『
昭
和
十
年
前
後
の
太
宰
治

―
〈
青
年
〉・
メ
デ
ィ
ア
・

テ
ク
ス
ト
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
四
月
）。

滝
口
明
祥
『
太
宰
治
ブ
ー
ム
の
系
譜
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
一
六
年
六
月
、
二
九
三

8

～
二
九
四
頁
参
照
。

「「
後
輩
た
ち
」
何
を
読
む

青
森
高
「
あ
ま
り
読
ま
ぬ
」
…

太
宰
治
生
誕
一
〇
〇
年
」

9
『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
九
年
三
月
三
日
朝
刊
、
青
森
全
県
版
、
二
五
面

「
文
庫
本
も
「
ジ
ャ
ケ
買
い
」

『
人
間
失
格
』
に
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』
風
カ
バ
ー

若

10
者
と
古
典
を
橋
渡
し
」『
朝
日
新
聞
』
二
〇
〇
七
年
九
月
一
八
日
朝
刊
、
二
三
面

「
表
紙
を
変
え
大
ヒ
ッ
ト
！
今
な
ぜ
人
間
失
格
な
の
？
」

11https://allabout.co.jp/gm
/gc/297697/2/

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
）

「
名
作
リ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
現
象

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
小
畑
健
」
『
小
説
す
ば
る
』
三
〇

12
（
一
）、
集
英
社
、
二
〇
〇
八
年
一
月
、
一
九
六
頁

小
澤
純
「
イ
コ
ン
と
ア
イ
コ
ン

―
太
宰
治
と
〈
現
代
文
学
〉
試
行
」
斎
藤
理
生
・

13
松
本
和
也
編
『
新
世
紀

太
宰
治
』
双
文
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、
一
九
頁

斎
藤
氏
は
、
「
以
前
の
文
庫
の
読
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
本
の
名
前
を
知
っ
て
買
い
に

14
来
る
知
識
階
層
だ
っ
た
か
ら
、
文
庫
本
が
め
だ
つ
め
だ
た
な
い
は
あ
ま
り
関
係
な
か

っ
た
の
だ
が
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
本
の
名
前
も
知
ら
ず
に
来
て
、
書
店
で
目
に
と
ま

っ
て
は
じ
め
て
買
う
と
い
う
読
者
が
ふ
え
て
き
た
」
（
『
新
潮
社
九
十
年
小
史
』
新
潮

社
、
一
九
八
六
年
十
月
）
と
い
う
百
目
鬼
恭
三
郎
氏
の
論
説
を
踏
ま
え
、
文
庫
本
の

カ
バ
ー
が
今
、
書
店
を
介
し
て
読
者
を
開
拓
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
「
ネ
ッ
ト
上
で

は
多
く
の
場
合
、
内
容
を
確
認
で
き
な
い
し
、
背
表
紙
も
見
ら
れ
な
い
し
、
手
触
り

を
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
」
こ
と
か
ら
、
表
紙
カ
バ
ー
の
重
要
性
を
指
摘
し
た
。

前
掲
注

、
三
九
頁

15

5

前
掲
注

16

11

『
デ
ス
ノ
ー
ト
』（
原
作
：
大
場
つ
ぐ
み
、
作
画
：
小
畑
健
）
は
、
二
〇
〇
三
年
一
二

17
月
か
ら
二
〇
〇
六
年
五
月
ま
で
『
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
』
（
二
〇
〇
四
年
一
号
～
二
〇

〇
六
年
二
四
号
）
に
連
載
さ
れ
た
少
年
漫
画
作
品
で
あ
る
。
名
前
を
書
い
た
人
間
を
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死
な
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
死
神
の
ノ
ー
ト
「
デ
ス
ノ
ー
ト
」
を
使
っ
て
犯
罪

者
を
抹
殺
し
、
理
想
の
世
界
を
作
り
上
げ
よ
う
と
す
る
夜
神
月
と
、
世
界
一
の
名
探

偵
・
Ｌ
た
ち
に
よ
る
頭
脳
戦
が
描
か
れ
て
い
る
。
十
二
巻
ま
で
の
世
界
累
計
発
行
部

数
は
三
千
万
部
を
突
破
し
、
宝
島
社
「
こ
の
マ
ン
ガ
が
す
ご
い
！

オ
ト
コ
版
」
で
は
、

二
〇
〇
六
年
と
二
〇
〇
七
年
に
二
位
を
獲
得
し
た
。
映
画
、
ア
ニ
メ
、
小
説
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
ド
ラ
マ
な
ど
幅
広
い
メ
デ
ィ
ア
展
開
を
見
せ
た
。

前
掲
注

、
二
八
一
～
二
八
五
頁

18

8

〈
大
き
な
物
語
〉
：
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
が
、

19
『
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
条
件
』（
一
九
七
九
年
）
に
お
い
て
提
唱
し
た
概
念
で
あ
る
。
た

と
え
ば
、
自
由
主
義
や
民
主
主
義
、
マ
ル
ク
ス
主
義
な
ど
の
よ
う
な
、
普
遍
的
な
価

値
観
、
或
い
は
世
界
観
を
持
っ
て
い
る
壮
大
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
体
系
に
基
づ
い
て

歴
史
・
世
界
を
捉
え
よ
う
と
す
る
物
語
の
こ
と
を
言
う
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
時
代
が

そ
の
〈
大
き
な
物
語
〉
の
崩
壊
に
よ
っ
て
始
ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
塚
英
志
氏

や
東
浩
紀
氏
の
論
説
に
も
よ
く
引
用
さ
れ
て
い
る
概
念
で
あ
る
。

〈
物
語
消
費
〉
：
大
塚
英
志
氏
が
導
入
し
た
概
念
。
簡
単
に
言
う
と
、
架
空
の
世
界
観

20
（
大
き
な
物
語
）
の
中
で
、
受
け
手
で
あ
る
消
費
者
た
ち
が
自
分
で
そ
れ
ぞ
れ
新
し

い
物
語
（
小
さ
い
物
語
）
を
作
っ
て
消
費
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
消
費
〉
：
東
浩
紀
氏
が
大
塚
英
志
氏
の
論
説
を
踏
ま
え
て
導
入
し
た

21
概
念
。
東
氏
に
よ
る
と
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
コ
ミ
ッ
ク
や
ア
ニ
メ
、
ゲ
ー
ム
、

イ
ラ
ス
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
の
発
展
に
よ
っ
て
、
個
々
の
物
語
よ
り
も
そ

れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
だ
け
が
消
費
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
「
作
品
固
有
の
存
在
な
の
で
は
な
く
、
消
費
者
に
よ

っ
て
た
だ
ち
に
萌
え
要
素
に
分
解
さ
れ
、
登
録
さ
れ
、
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作

る
た
め
の
材
料
と
し
て
現
れ
る
」
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
萌
え
要
素
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
で
あ
る
。（『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

オ
タ
ク
か
ら
見
た
日
本
社
会
』
講
談
社
、

二
〇
〇
一
年
一
一
月
）

松
本
和
也
『
太
宰
治
「
人
間
失
格
」
を
読
み
直
す
』
水
声
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
、

22
五
五
頁

神
戸
洋
子
「
メ
デ
ィ
ア
ミ
ッ
ク
ス
し
た
『
デ
ス
ノ
ー
ト
』

―
キ
ャ
ラ
の
も
つ
リ
ア

23
ル
さ
」『
白
百
合
児
童
文
化
』
一
六
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
、
四
三
～
四
九
頁

〈
キ
ャ
ラ
〉
と
〈
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
〉
の
区
別
に
つ
い
て
、
伊
藤
剛
氏
は
、
「
キ
ャ
ラ
」

24
は
「
多
く
の
場
合
、
比
較
的
に
簡
単
な
線
を
基
本
と
し
た
図
像
で
描
か
れ
、
固
有
名

詞
で
名
指
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
人
格
の
よ
う
な
も
の
』
と
し
て
の
存
在
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
は
「
『
キ
ャ
ラ
』
の
存
在

感
を
基
盤
と
し
て
『
人
格
』
を
持
っ
た
『
身
体
』
の
表
象
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き

テ
ク
ス
ト
の
背
後
に
そ
の
『
人
生
』
や
『
生
活
』
を
想
像
さ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
と

し
て
い
る
（
『
テ
ヅ
カ
・
イ
ズ
・
デ
ッ
ド
』
二
〇
〇
五
年
九
月
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
九
五

～
九
七
頁
）。

前
掲
注

、
五
一
頁

25

22

ス
ニ
ー
カ
ー
文
庫
：K

A
D
O
K
A
W
A

の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
角
川
書
店
」
か
ら
刊

26
行
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
系
文
庫
レ
ー
ベ
ル
。
大
塚
氏
が
そ
れ
を
「
ジ
ュ
ニ
ア

小
説
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。

大
塚
英
志
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
一
六

27
～
二
一
頁

な
お
、
集
英
社
文
庫
版
『
人
間
失
格
』
の
カ
バ
ー
の
裏
に
は
作
品
に
関
す
る
短
い
紹

28
介
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
作
品
発
表
直
後
の
臼
井
吉
見
氏
に
よ
る
一
連
の
論
説
と
同

様
に
、
「
「
人
間
失
格
」
は
ま
さ
に
太
宰
治
の
自
伝
で
あ
り
遺
書
で
あ
っ
た
」
と
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
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前
掲
注

、
七
四
頁

29

22

http://books.shueisha.co.jp/C
G
I/search/syousai_put.cgi?isbn_cd=

4-08-752001-3

30&
m
ode=

1
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
）

http://w
w
w
.hm
v.co.jp/artist_%
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E
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924

（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
七
年
九
月
三
日
）

中
村
三
春
「
《
語
り
》
の
ダ
ブ
ル
・
バ
イ
ン
ド

―
『
人
間
失
格
』
に
お
け
る
虚
構

32
形
式
の
論
理

―
」『
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
機
構
』
ひ
つ
じ
書
房
、
一
九
九
四
年
五
月

前
掲
注

、
三
九
頁

33

5

大
塚
英
志
『
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
小
説
の
作
り
方
』
講
談
社
、
二
〇
〇
三
年
二
月
、
二
七

34
頁
。
大
塚
氏
に
よ
る
と
、
〈
ア
ニ
メ
・
ま
ん
が
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
は
一
九
七
七
年
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
新
井
素
子
に
よ
る
「
ル
パ
ン
み
た
い
な
小
説
を
書
き
た
か
っ
た
」
と
い

う
言
葉
か
ら
始
ま
っ
た
。
氏
は
彼
女
の
そ
う
し
た
思
い
つ
き
を
日
本
文
学
史
上
で
画

期
的
な
こ
と
だ
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

前
掲
注

、
二
四
頁

35

27

東
浩
紀
『
動
物
化
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン

オ
タ
ク
か
ら
見
た
日
本
社
会
』
講
談
社
、

36
二
〇
〇
一
年
一
一
月
、
八
一
頁

東
浩
紀
ら
『
コ
ン
テ
ン
ツ
の
思
想

マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
』
青
土
社
、

37
二
〇
〇
七
年
三
月
、
一
三
七
頁

前
掲
注

、
一
九
六
～
一
九
七
頁

38

12

集
英
社
の
成
功
に
追
随
し
、
角
川
文
庫
も
自
社
保
有
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
映
画
版

39
『D

E
A
T
H
N
O
T
E

』
に
出
演
し
た
俳
優
・
松
山
ケ
ン
イ
チ
を
カ
バ
ー
写
真
に
起
用
し

た
。
結
果
、
両
社
の
『D

E
A
T
H
N
O
T
E

』
へ
の
拘
わ
り
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
（
「
ケ
ー
タ
イ
小
説
と
し
て
再
発
見
さ
れ
る
『
人
間
失
格
』
」
『
ユ
リ
イ
カ
』
四
〇

（
一
〇
）、
青
土
社
、
二
〇
〇
八
年
九
月
、
一
八
六
頁
）

前
掲
注

、
三
九
頁
～
四
二
頁

40

5

た
と
え
ば
、
高
橋
源
一
郎
氏
は
太
宰
文
学
に
お
け
る
語
り
方
か
ら
論
じ
て
「
ポ
ス
ト
・

41
モ
ダ
ン
的
な
感
じ
方
を
持
っ
た
作
家
」
と
太
宰
を
評
し
て
い
る
（
高
橋
源
一
郎
・
吉

本
隆
明
「
〈
対
談
〉
な
ぜ
太
宰
治
は
死
な
な
い
か
」
『
新
潮
』
八
五
（
九
）
、
一
九
八
八

年
九
月
、
一
八
四
頁
）
。
田
中
和
生
氏
も
「
太
宰
治
の
現
代
性

―
「
他
者
」
に
触
れ

る
言
葉
」
（
『
国
文
学

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
五
三
（
四
）
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
四

〇
頁
～
四
七
頁
）
に
お
い
て
、
「
自
ら
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
暴
露
す
る
メ
タ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
要
素
を
も
っ
て
い
る
」
太
宰
の
初
期
の
実
験
的
な
小
説
、
ま
た
「
い

か
に
語
る
か
」
と
い
う
問
い
を
隠
し
な
が
ら
徹
底
的
に
実
践
し
て
い
る
太
宰
の
中
期

の
作
品
を
め
ぐ
っ
て
考
察
し
て
い
る
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
二
〇
一
七
年
度
日
本
近
代
文
学
会
九
州
支
部
春
季
大
会
（
二
〇
一
七
年
六
月

十
日
、
於
山
口
大
学
）
に
お
け
る
発
表
に
加
筆
、
修
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当

日
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
九
州
大
学
大
学
院
地
球
社
会
統
合
科
学
府
修
士
課
程
二
年
）


